
６．風の森 

 

１ 令和６年度風の森利用状況 

  利 用 人 数  28人（内、新規利用 3人） 

  日中一時利用   2人※なごみかぜ工房、ソーシャルインクルーより週 1回定期利用 

 

２ 令和 6年度風の森職員配置状況 

  職 員 数   施設長（サービス管理責任者兼務）1人 

         生活支援員   ９人（ふう兼務 1人） 

                  昼食介助員   3人（運転手兼務 2人） 

看護師 2人（正看護師１人・准看護師１人） 

         事 務 職 員   1人 

         調理員     １人（調理師） 

         運 転 手   3人 

         送迎介助員   １人 

         清掃作業員   1人 

 

３ 作業収入 

請負作業                               単位：円 

作業種目 令和 5年度実績 令和 6年度実績 協力先 

空缶処理 15,502 17,880 西谷商店 

ゴムバリ取り 56,075 86,632 栄進工業 

ひしだい 50,608 59,202 ひしだい製茶 

金属仕分け・分解        9,458 18,955 日野金属産業㈱ 

ポスティング作業 7,780 6,400 アドポスト 

清掃サポ－ト 0 31.560 ハロ－保育園 

合計 139,423 220,629  

〇ゴムバリ取りについて、事前準備と検品作業を効率よく行なうことができ、工賃増につ

ながった。 

〇法人内の各事業所で協力し進めてる、チラシポスティング作業は、利用者さんの体力づ

くりを兼ねて行なっている。また挨拶などで風の森を知って頂ける機会にもなっている。 

自主製品                               単位：円 

作業種目 令和 5年度 令和 6年度 備考 

手工芸品 69,190 81,200 タオルマフラー等 

優先調達（手工芸） 51,540  手工芸品に統一 

雑巾 6,900 18,400 絵画カフェ販売 

農業(ブドウ・野菜) 146,009 127,450 野菜類 等 

合計 273,639 227,050 なごみブドウ園 



作業収入総合計 令和５年度 令和６年度  備 考 

 413,062 447,679 8％増 

〇袋井市役所よりマイナンバーカード登録者への返礼品として、手工芸品の依頼、また笠

原コニュニティーセンターから、防災用黄色いハンカチの縫製の注文依頼を受け大きな売

り上げにつながった。 

○早川さん宅ブドウ園の販売をさせていただいた。 

 

利用者さんへの工賃支払い（月額）                    単位：円 

 令和 5年度 令和 6年度 備考 

 15,000 14,000 利用者増 

 

〇早川ハウスのご協力をいただき、なごみブドウ園としてブドウの収穫～販売を行ない 

大きな工賃につながった。 

 

４ 活動内容 

（１） 請負作業 

〇防振ゴムのバリ取り作業・金属片の仕分け作業など 

 作業が比較的簡単であるため、どの利用者さんでも取り組むことができている。 

〇お茶パックの商品・品質シール貼り作業 

 シールを貼る場所を指定されているため、治具を使用して利用者さんがスムー 

ズに作業を行えるようにしている。取引業者の要請により作業枚数も増えた。 

（２） 自主製品 

〇デコパージュ作製（マグネット・石鹸） 

〇ミシンを使用し、タオルマフラー、あずま袋、雑巾等を作製し、保健センター、 

 パンマルシェ等で販売を行った。 

〇新商品としてタイルを使ったコースターを販売し、好評を得ている。その他、 

 新作も検討していきたい。 

〇保健センターでの販売について、なごみかぜ工房のクッキーなどと一緒に販売

を行っている。足を止めてくれるお客様が増えたので、継続していきたい。 

（３） 農業・園芸 

〇なごみ葡萄園のブドウの収穫～販売を行ない、定着してきている。 

〇葡萄園が近いこともあり、たくさんの収穫ができ売上げにつながり、利用者さ

んの工賃に大きく反映することができたが、注文数が多く販売調整に苦労した。 

〇グリーンバンク、花工場からいただいた苗を、利用者さんが敷地内に植える活

動を行っている。四季折々咲く花は目を楽しませてくれている。 

（４）リラクゼーション 

〇リフレクソロジーを月／1回、外部から専門員に施術を依頼。利用者さんの血行

促進やリラックス効果につなげている。 

〇静的弛緩誘導法について、技術を職員が概ね習得しており、利用者さんの体に

優しく触れ、筋緊張の強い利用者さんのリラックスにつながっている。主にふれ



あいリラックス体操を通して、コミュニケーションを取りながら進めている。 

（５）その他の活動（散策・創作等） 

散策 

〇休暇中や祝日の散策先の設定が難しかった。 

〇利用者さんの歩くペースが異なるため、メンバーのバランスが難しかった。 

〇夏季は猛暑の中での散策先の設定が難しかった。 

創作 

〇季節に応じて、さまざまな壁面創作を行なうことができた。 

 

５ 給食 

〇利用者：２７名 スタッフ： ６名  合計： ３０食 

      普通食  ９食 ※給食摂取なし ２名 

      一口大  ８食 

      きざみ  ３食（うち１食は極細） 

      ペースト ２食 

  〇ここ数年続いている原材料費の高騰は今年度も続いた為、献立から見直す状態が継

続しているが、その中でも利用者さんが楽しみにしてもらえる献立を模索している。 

 

６ 研修 

  【外部研修】 

  〇相談支援従事者初任者研修 オンデマンド講義 

  〇食品衛生講習会 6,18 

  〇甲種・防火管理新規講習 7.10・11 

  〇国際福祉機器展 10.4 

  〇ゆうあいの里 防災訓練（袋井市）視察 11.6 

  〇サービス管理責任者等基礎研修 オンライン講習・10.22・23 

  〇フォローアップセミナー 11.20  

  〇高齢者・障害者施設のための感染症講座（実践編）11.28 

  〇アメニティーフォーラム 2.8 

  〇医療的ケア児者対応看護師向け緊急時対応研修 3.15 

  【内部研修】 

  〇感染症対策研修（机上訓練） 6.7 

  〇虐待防止研修 9.6 

  〇感染症対策研修（実地研修）12.6 

 

７ その他 

（１）防災・減災対策 

火災発生を想定した避難、消化訓練。および地震発生時を想定した総合防災訓練

では、千鳥ヶ谷池駐車場への避難を実施した。 

 



（２）ノーリフトケアの推進 

 現在、福祉分野では高齢者介護をはじめ、対人援助の場面において、人的支援

による介助を行なうより、福祉資機材を用いて介助（ノーリフトケア）を行なう

ことが、利用者さんにとっても支援者にとっても、双方に有益であることがわか

ってきている。 

 風の森では、特に排泄介助、車椅子からごろ寝台へ、ごろ寝台から車椅子への

移乗など対人援助を行う際に、「ノーリフトケア」の導入を積極的に行なっていき

たいと考え、常葉大学理学療法士を「なごみかぜノーリフトケア推進アドバイザ

ー」として迎え、令和６年３月よりノーリフトケアの介護機器（介護用リフト、

ささえ手、スライディングシート）を導入し、支援者の腰痛予防と利用者さんに

とって安心、安全な移乗介助となっている。 

 同時に、利用者さん個々の残存機能の維持のため、簡単なストレッチやマッサ

ージを、職員と共有して実施していきたい。 

 

８ 来年度にむけての課題 

（１）災害時における利用者さんと職員の安全確保 

 線状降水帯が発生することにより、甚大な被害が各地に及んでいる。風の森で

は、ＢＣＰ（災害時における事業継続計画）の策定と、策定したＢＣＰに基づく

訓練を実施し、利用者さんと職員の安全確保を優先に努めていきたい。 

（２）障がいのある人の権利擁護と虐待防止 

 なごみかぜに「障害者虐待防止委員会」が発足し、早 1 年が経過した。今年度

は２度「障害者虐待防止と権利擁護」研修を実施し、職員の権利擁護と虐待に対

する意識改革に取り組んでいる。特に、職員が日頃の支援で何気なく行なってい

る行為（フィジカルロック）、何気なく発している言葉（スピーチロック）、不用

意な薬の服薬（ドラッグロック）についてと、利用者さんに対して「大人として

のリスペクト」について学んだが、引き続き利用者皆さんへの身体拘束と行動制

限について、職員の意識改革と支援の資質向上を目指していきたい。 

 

（３）その人を支えていくということ～多職種連携の重要性～ 

令和５年度を振り返り、1法人 1事業所でその人を支えることが困難となるケー

スが多かった。将来的な生活の場の確保も考慮し、他法人事業所、医療機関、行

政機関との、迅速に連携がとれるよう体制づくりが重要と考える。 

（４）利用者さんの権利擁護と家族支援 

障がいのある人の権利擁護を考えていくうえで、支援者はどのようにまた、ど

のような対応をするべきかを、職員ひとり一人が認識して、その人の権利擁護に

取り組むことが肝要と考える。その人の背景にある、ご家族への想いに寄り添い、

今のご家族にとっての悩みがなんであるかを、明確に抽出できるよう取り組んで

いくことが重要であると考える。 

 

 



９ 要望等 

〇ＹＹさん  

   帰りの送迎車に乗るとき必ずひざ掛けをかけてほしい 

〇ＭＫさん 

   ・送迎時、三角枕をかうようにしてほしい。（しゃっくり・むせ防止） 

   ・最近、しゃっくりが出ていないので「送迎時の三角枕は、介助者あり無しに関わ

らず、なしでいい。しゃっくりが出ている時はありでお願いしたい」 

   ・紙パンツが値上がりしたため多少の汚れでは交換しなくていい 

  〇ＫＲさん 

   ・マスクができないので除菌スプレーで対応してほしい。 

  〇ＫＹさん 

   ・便で汚れてしまった、紙パンツは臭いが漏れないよう大きな袋に入れて、それ以

外で汚れてしまった紙パンツは紙パンツが入ってる袋の中に小さい袋が入ってい

るのでそれに入れるようにしてほしい。 

   ・気温が定まらない日が続いているので、上衣の着替えを行うなど体温調節をお願

いしたい。甲状腺機能低下症により汗をかきやすい。首の後ろに手を入れると汗を

かいているかどうか確認しやすい。 

   ・ゴムのバリ取り時に製品を口にしてしまわないように注意してほしい。また作業

中は横について見守りをお願いしたい。もしも手や指を作業中、舐めてしまった場

合は除菌シートでこまめに拭き取りをお願いしたい。 

  〇ＹＭさん 

   リハビリの先生から、手を繋ぎ早足で歩くと良い。と言われたので、散策時にで

きる時でいいので行なってほしい。 

  〇ＩＳさん 

   最近、夜尿が続いているので、「水筒一本分」で一日過ごせるようにお願いした

い。 

  〇ＨＳさん 

   ・風の森でトイレに通う回数に変わりないか？もし増えていたり、行ったのに排泄

がなかったりすることが多くなったら知らせてほしい。 

   ・コロナ感染防止のため、マスクをさせてほしい。 

  〇ＳＭさん 

   ・乾燥で口の右隅が切れているので、持参しているプロペトを食後など本人の希望

する時に塗ってほしい。 

   ・リュックを背負った時、上着のフードがリュックの上に出ているか確認してほし

い。 

  〇ＹＹさん 

   持参しているマスクを、ショッピングモールに行った際に付けるようにしてほしい。 

  〇ＫＫさん 

   「昔みたいに歌（カラオケ）をやりたい」 

 



  〇ＮＲさん 

   1 日に硬直発作が 2 回以上あった時はその時に母へ連絡をお願いしたい。電話で出

ない時はラインで連絡してほしい。 

〇ＴＫさん 

   ・不正出血がみられたときは、家庭に連絡お願いしたい（通院の際に参考にしたい） 

   ・散策時お店の商品を整頓していたことがあったが、購入しないものはあまり触れ

ない方が良い為、もしそのような行動が見られたら注意してほしい。 

   ・風の森でトイレに入って自分で拭き取る際、お尻の方がしっかり拭ききれていな

くて濡れていることがある。かぶれの原因になっているかもしれないので、拭けて

いなかったら声掛けをお願いしたい。 

   ・花粉対策のため、散策時はマスクを着用させてほしい。 

〇ＭＡさん 

   ・エアコンによる冷え過ぎの危険もあるのでこまめにチェックして、持参している

カーディガン等で調節してほしい。 

・昼食時・飲水時、体が反ってしまうとムセに繋がるので、テーブルの着用をお願 

いしたい。 

  ○ＦＹさん 

   ・最近薬の製造メーカーが変わったためか、服薬が上手くいっていない。こだわり

が増えている。本人の好きなように納得するような方向で対応をお願いしたい。 

   ・スタッフへの不適切発言はそのつど注意してほしい。本人は良しあしがいまいち

わかってないようなので。 

 

１０ 苦情 

  支援中のけがについて、安心して預けられることを願う。 

 

 

 


